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(57)【要約】
【課題】スピン性能を向上させることができるラケット
用ストリングを提供すること。
【解決手段】ラケット用ストリング（１０）は、糸状の
構造体（１３）と、糸状の構造体の周囲に形成されたコ
ーティング膜（１６）と、を有し、コーティング膜の表
面摩擦力が９［Ｎ］以上である構成とした。これにより
、ラケット用ストリングの表面摩擦力が大きくなるため
、ラケット用ストリングでシャトルが弾かれる際にスピ
ンが掛かり易くなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　糸状の構造体と、前記糸状の構造体の周囲に形成されたコーティング膜とを有し、
　前記コーティング膜の表面摩擦力が９［Ｎ］以上であることを特徴とするラケット用ス
トリング。
【請求項２】
　前記コーティング膜は、表層と内層の２層構造で構成され、表層の摩擦力は内層の摩擦
力よりも大きいことを特徴とする請求項１に記載のラケット用ストリング。
【請求項３】
　前記コーティング膜の少なくとも表層が膜厚の増加に応じてグリップ力を大きくする性
質を有することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のラケット用ストリング。
【請求項４】
　前記コーティング膜の少なくとも表層の膜厚が２［μｍ］以上であることを特徴とする
請求項３に記載のラケット用ストリング。
【請求項５】
　外径が０．６１［ｍｍ］以上であることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか
に記載のラケット用ストリング。
【請求項６】
　前記コーティング膜の少なくとも表層が、ポリウレタン又はゴムで形成されていること
を特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載のラケット用ストリング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ラケットのフレームに張られるラケット用ストリングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、バドミントンのラケット用ストリングとしては、マルチフィラメントの芯糸の
周囲に側糸を巻き付けあるいは編組して外面をコーティングしたものや、マルチフィラメ
ントの芯糸の外面をコーティングしたものが知られている。このようなラケット用ストリ
ングでは、耐久性を向上させるためにコーティング剤に対して様々な提案がなされている
（例えば、特許文献１参照）。例えば、特許文献１に記載のラケット用ストリングでは、
コーティング剤にチタン等の金属粉末を添加することによって、本来の性能を維持しつつ
、ストリングの耐久性を向上させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３１６６０３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、バドミントンのショットとしては、ヘアピンと呼ばれるネット際で使用され
るショットが知られている。ヘアピンは、ネット際に落されたシャトル（シャトルコック
）を相手コートに軽く弾き返すショットであり、自コートのネット際でシャトルのコルク
を擦る様に打つとスピンが掛かって複雑な動きをしながら相手コートのネット際に落下す
る為、相手プレイヤーはシャトルを返す事が困難となる。しかしながら、ヘアピンはプレ
イヤーの技量に依ることが大きく、特許文献１に記載の耐久性の高いラケット用ストリン
グを使用しても、シャトルに適度にスピンを掛けることが困難になっていた。
【０００５】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、スピン性能を向上させることができる
ラケット用ストリングを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のラケット用ストリングは、糸状の構造体と、糸状の構造体の周囲に形成された
コーティング膜とを有し、コーティング膜の表面摩擦力が９［Ｎ］以上であることを特徴
とする。この構成により、ラケット用ストリングの表面摩擦力が大きくなるため、ラケッ
ト用ストリングで弾かれたシャトルにスピンが掛かり易くなる。
【０００７】
　本発明のラケット用ストリングにおいては、前記コーティング膜は、表層と内層の２層
構造で構成され、表層の摩擦力は内層の摩擦力よりも大きい。この構成により、コーティ
ング膜を２層構造にして、コーティング膜の表層でスピン性能を向上させることができる
。
【０００８】
　本発明のラケット用ストリングにおいては、コーティング膜の少なくとも表層が膜厚の
増加に応じてグリップ力を大きくする性質を有する。この構成により、コーティング膜の
膜厚によってグリップ力が大きくなるため、ラケット用ストリングの表面摩擦力を大きく
することができる。
【０００９】
　本発明のラケット用ストリングにおいては、コーティング膜の少なくとも表層の膜厚が
２［μｍ］以上である。この構成により、コーティング膜の膜厚によってグリップ力が大
きくなるため、ラケット用ストリングの表面摩擦力を大きくすることができる。
【００１０】
　本発明のラケット用ストリングにおいては、外径が０．６１［ｍｍ］以上である。この
構成により、シャトルとラケット用ストリングの接触面積が大きくなるため、ラケット用
ストリングの表面摩擦力を大きくすることができる。
【００１１】
　本発明のラケット用ストリングにおいては、コーティング膜の少なくとも表層が、ポリ
ウレタン又はゴムで形成されている。この構成により、簡易な構成でラケット用ストリン
グの表面摩擦力を大きくすることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ラケット用ストリングの表面摩擦力を大きくすることでスピン性能を
向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施の形態のストリングの断面模式図である。
【図２】本実施の形態のポリウレタンの膜厚とストリングゲージとの関係を示す図である
。
【図３】本実施の形態のポリウレタンの膜厚と表面摩擦力との関係を示す図である。
【図４】本実施の形態のストリングゲージと表面摩擦力との関係を示す図である。
【図５】本実施の形態の表面摩擦力の測定方法の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　一般にバドミントンのラケットには、縦方向及び横方向にラケット用ストリング（以下
、ストリングと称する）が張られており、このラケットのフェイス面でシャトルを捉える
ことで相手コートにシャトルを打ち返している。バドミントンのショットとしては、クリ
アーやスマッシュ等のシャトルを強く打ち返すショットの他に、ネット際でシャトルを軽
く打ち返すヘアピンが知られている。ヘアピンは、相手コートからネット際に落とされた
シャトルをラケットのフェイス面で軽く弾く、または擦って相手コートのネット際に返す
バドミントン特有のショットであり、ヘアピンの精度のバラツキはプレイヤーの技量に依
るところが大きかった。
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【００１５】
　ヘアピンの精度を決定付ける要素としては、ヘアピンを打ったときのスピンの掛り具合
が重要になっている。スピンはストリングの表面とシャトルのコルクレザーの摩擦力によ
って左右されるが、ヘアピンを打った時に適切なスピンの掛り具合については十分に検討
されていない。そこで、本件発明者らは、ヘアピンを打った際のスピンの掛り具合に着目
して、ストリングの表面摩擦力を変えながら試打を重ねたところ、ヘアピンを打った際に
プレイヤーがスピンの掛り具合が良いと感じるストリングの表面摩擦力を特定した。
【００１６】
　以下、添付の図面を参照して、本実施の形態のストリングの構造について説明する。図
１は、本実施の形態のストリングの断面模式図である。なお、本実施の形態のストリング
の断面構造は図１に示す構成に限定されず、適宜変更が可能である。
【００１７】
　図１に示すように、ストリング１０は、芯糸１１及び側糸１２ａ、１２ｂから成る糸状
の構造体１３の周囲にコーティング膜１６を形成して構成されている。糸状の構造体１３
は、マルチフィラメントの芯糸１１の周囲に側糸１２ａ、１２ｂを編組して構成されてい
る。側糸１２ａ、１２ｂは複数本の側糸で１セットになっており、Ｓ巻方向の８セット、
Ｚ巻方向の８セットが芯糸１１を覆うように編組されている。
【００１８】
　糸状の構造体１３の周囲には、内側にポリアミド等がコーティングされた後に、表層に
ポリウレタンがコーティングされて所定の膜厚のコーティング膜１６が形成されている。
すなわち、コーティング膜１６は、内側のコーティング層（内層）と外側のコーティング
層（表層）の２層構造で構成され、内側のコーティング層よりも外側のコーティング層の
摩擦力（摩擦係数）が高くなっている。なお、コーティング膜１６はポリウレタンだけで
形成されていてもよい。また、芯糸１１及び側糸１２ａ、１２ｂの材質は特に限定される
ものではないが、例えば、ポリアミド、ポリエステル等が使用される。なお、以下の説明
においては、コーティング膜１６の膜厚ｔは糸状の構造体１３の最外面からの厚みを示し
ている。
【００１９】
　続いて、図２を参照して、コーティング膜の表層のポリウレタンの膜厚とストリングゲ
ージとの関係について説明する。図２は、本実施の形態のポリウレタンの膜厚とストリン
グゲージとの関係を示す図である。なお、図２において横軸はコーティング膜の表層のポ
リウレタンの膜厚、縦軸はストリングゲージ（外径）を示している。なお、コーティング
膜は、上記したようにポリウレタン及びポリアミドによって形成されており、内側のポリ
アミドの膜厚を減らすことで表層のポリウレタンの膜厚を増やすことが可能になっている
。また、ゲージは２５ポンド牽引時の外径を示している。
【００２０】
　図２に示すように、ストリングの表面摩擦力を変えながらヘアピンの試打を重ねたとこ
ろ、プレイヤーはストリングの表面摩擦力が９［Ｎ］以上でシャトルにスピンが掛かり易
く、１２［Ｎ］以上でシャトルにスピンがより掛かり易いと感じることがわかった。そこ
で、ストリングの表面摩擦力が９［Ｎ］以上、１２［Ｎ］以上になるコーティング膜の膜
厚とストリングゲージの関係を調べたところ、図に示すような結果が得られた。ここでは
、ストリングの表面摩擦力が９［Ｎ］以上をスピン領域、１２［Ｎ］以上を高スピン領域
として説明する。
【００２１】
　図２の横軸に示すポリウレタンの膜厚が０［μｍ］のときは、ストリングゲージが約０
．８０［ｍｍ］－０．９４［ｍｍ］の範囲Ｒ１はスピン領域になり、ストリングゲージが
約０．９４［ｍｍ］以上の範囲Ｒ２は高スピン領域になる。また、ポリウレタンの膜厚が
８［μｍ］のときは、ストリングゲージが約０．５０［ｍｍ］－０．６５［ｍｍ］の範囲
Ｒ３はスピン領域になり、ストリングゲージが約０．６５［ｍｍ］以上の範囲Ｒ４は高ス
ピン領域になる。すなわち、ポリウレタンの膜厚が大きくなるのに伴ってスピンが掛り易
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い領域が広がって、ストリングゲージが小さくても９［Ｎ］以上の表面摩擦力を得ること
が可能になっている。
【００２２】
　図２の縦軸に示すストリングゲージが０．５０［ｍｍ］のときは、膜厚が８［μｍ］以
上の範囲Ｒ５はスピン領域になる。また、ストリングゲージが０．８０［ｍｍ］のときは
、ポリウレタンの膜厚が０［μｍ］－２［μｍ］の範囲Ｒ６はスピン領域になり、ポリウ
レタンの膜厚が２［μｍ］以上の範囲Ｒ７は高スピン領域になる。すなわち、ストリング
ゲージが大きくなるのに伴ってスピンが掛り易い領域が広がって、ポリウレタンの膜厚が
小さくても９［Ｎ］以上の表面摩擦力を得ることが可能になっている。このように、ポリ
ウレタンの膜厚及びストリングゲージが大きくなるほど、スピンが掛り易い領域が広くな
っている。
【００２３】
　ポリウレタンの膜厚が大きい場合には、シャトルに対するグリップ力が増加することで
ストリングの表面摩擦力が増加する。また、ストリングゲージが大きい場合には、ストリ
ングの表面とシャトルのコルクレザーの接触面積が大きくなることでストリングの表面摩
擦力が増加する。このように、本実施の形態では、ポリウレタンの膜厚とストリングゲー
ジとを調整することで、ストリングの表面に適切な表面摩擦力を付与している。例えば、
ラケットに張り上げられたストリング面上を接触面にコルクレザーを貼付した重りを滑ら
せ、オートグラフＡＧ－ＩＳ（株式会社　島津製作所社製）を用いて測定される。
【００２４】
　具体的には、図５に示すように、水平なテーブル２０上にストリング１０が張り上げら
れたラケット１７が載置され、コルクレザー３１付きの板状の重り３２（１［ｋｇ］）が
載せられる。重り３２には線材３３の一端が取り付けられており、線材３３の他端は滑車
４１を介して引張試験機４０（オートグラフＡＧ－ＩＳ）のチャック４２に取り付けられ
ている。チャック４２の上昇により、ストリング１０の表面上の重り３２が引っ張られ、
ストリング１０とコルクレザー３１に生じる摩擦力が引張試験機４０の引張力として測定
される。すなわち、ストリング１０の表面摩擦力とは、ストリング１０に対してコルクレ
ザー３１付きの重さ１［ｋｇ］の重り３２を滑らせたときの摩擦力である。
【００２５】
　ところで、ポリウレタンの膜厚は８［μｍ］以上になるとスピン性能（表面摩擦力）が
頭打ちになり、ストリングゲージの現実的な使用範囲は０．７０［ｍｍ］以下である。そ
こで、本実施の形態のストリングでは、８［μｍ］以下で適切なポリウレタンの膜厚を特
定すると共に、０．７０［ｍｍ］以下で適切なストリングゲージを特定するようにしてい
る。
【００２６】
　以下、ポリウレタンの膜厚と表面摩擦力の関係、ストリングゲージと表面摩擦力の関係
について説明する。図３は、本実施の形態のポリウレタンの膜厚と表面摩擦力との関係を
示す図である。図４は、本実施の形態のストリングゲージと表面摩擦力との関係を示す図
である。なお、図３において、横軸はポリウレタンの膜厚、縦軸はストリングの表面摩擦
力を示している。また、図４において、横軸はストリングゲージの大きさ、縦軸はストリ
ングの表面摩擦力を示している。
【００２７】
　図３に示すように、ストリングゲージが０．６７［ｍｍ］のストリングを用いてポリウ
レタンの膜厚を０［μｍ］－１０［μｍ］まで変化させたところ、膜厚が０［μｍ］－６
［μｍ］ではストリングの表面摩擦力が急激に増加し、膜厚が６［μｍ］以上で表面摩擦
力の増加が緩やかになっている。このとき、膜厚が２［μｍ］以上になるとシャトルに対
する保持力が強くなり、ストリングの表面摩擦力は９［Ｎ］以上になってスピンが掛り易
くなる。また、膜厚が６［μｍ］を超えるとシャトルに対する保持力がさらに強くなり、
ストリングの表面摩擦力は１２［Ｎ］以上になってスピンがさらに掛り易くなる。
【００２８】
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　図４に示すように、ポリウレタンの膜厚が０［μｍ］－１０［μｍ］のストリングを用
いて、ストリングゲージをそれぞれ変化させたところ、ストリングゲージが大きくなって
表面積の増加した分だけストリングの表面摩擦力が増加する。ストリングゲージが０．６
１［ｍｍ］以上であれば、ポリウレタンの膜厚が４［μｍ］以上のストリングについてス
トリングの表面摩擦力は９［Ｎ］以上になってスピンが掛り易くなる。また、ストリング
ゲージが０．６７［ｍｍ］以上であれば、ポリウレタンの膜厚が２［μｍ］以上のストリ
ングの表面摩擦力は９［Ｎ］以上になってスピンが掛り易くなり、６［μｍ］以上のスト
リングの表面摩擦力は１２［Ｎ］以上になってスピンがさらに掛り易くなる。
【００２９】
　以上から、コーティング膜の表層のポリウレタンの膜厚については２［μｍ］以上が好
ましく、特に６［μｍ］以上が好ましい。また、ストリングゲージについては０．６１［
ｍｍ］以上が好ましく、特に０．６７［ｍｍ］以上が好ましい。なお、上記したように、
ポリウレタンの膜厚についてはスピン性能が頭打ちになる８［μｍ］以下が好ましく、ス
トリングゲージについては現実的な使用範囲である０．７０［ｍｍ］以下が好ましい。ま
た、詳細は後述するが、コーティング膜の表層をゴムで形成しても、同様な膜厚、ストリ
ングゲージで十分なスピン性能を得ることが可能である。
【００３０】
　次に、最適材料を選択するために、テルペン樹脂を添加したポリアミド、生産安定性に
優れたポリウレタン、摩擦性に優れたゴムの３種でコーティング膜の表層を形成してスト
リングの表面摩擦力を測定し、ポリアミドでコーティング膜の表層を形成したストリング
の表面摩擦力と比較した。また、共通条件としては、ストリングゲージを０．６７［ｍｍ
］とし、コーティング膜の表層の膜厚を１０［μｍ］とした。この結果、表１に示すよう
な結果が得られた。テルペン樹脂とはテレビン油やオレンジオイルを原料として加工した
粘着付与性樹脂である。
【００３１】
【表１】

【００３２】
　テルペン樹脂を添加したポリアミドを用いたストリングの表面摩擦力は７．６［Ｎ］で
あり、ポリアミドを用いたストリングの表面摩擦力の６．３［Ｎ］よりも大きいが、スピ
ンが掛り易くなる９［Ｎ］未満であった。これに対し、ポリウレタン、ゴムを用いたスト
リングの表面摩擦力はそれぞれ１２．５［Ｎ］、２１．４［Ｎ］であり、ポリアミドを用
いたストリングの表面摩擦力の６．３［Ｎ］よりも大きく、さらにスピンが掛り易くなる
９［Ｎ］以上であった。これにより、ポリウレタン、ゴムをコーティング剤として用いる
ことで十分な摩擦力が得られることがわかった。
【００３３】
　したがって、ストリングでシャトルにスピンを掛けるに当たり、コーティング膜の表層
の材料としては、ポリウレタン又はゴムが用いられることが好ましい。さらに、加工安定
性の観点から、ポリウレタンを用いることがより好ましい。なお、コーティング膜の表層
の材料としては上記の材料に限定されず、ストリングの表面摩擦力を９［Ｎ］以上にする
材料であればよい。例えば、ポリアミド、テルペン樹脂を添加したポリアミドであっても
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、コーティング膜の膜厚及びストリングゲージの大きさを調整して、ストリングの表面摩
擦力を９［Ｎ］以上とすることで、コーティング膜の材料として用いることができる。ま
た、ストリングの表面摩擦力が９［Ｎ］以上であれば、コーティング膜の内側と同じ材料
、例えばポリアミドで表層を形成してもよい。
【００３４】
　（実施例）
　以下、本発明について、実施例に基づき更に詳述するが、これらは説明のために記述さ
れるものであって、本発明の範囲が下記実施例に限定されるものではない。
【００３５】
　ストリングゲージが０．６７［ｍｍ］でポリウレタンの膜厚が０［μｍ］、４［μｍ］
、６［μｍ］のストリングを用意してヘアピンの実試打評価を実施した。２０－５０代の
中上級者１０名でスピンの掛り具合を、「よく掛かる」、「掛かる」、「やや掛かる」、
「ふつう」、「やや掛からない」、「掛からない」の６段階に分けて評価した。この結果
、表２に示すような結果が得られた。

【表２】

【００３６】
　ポリウレタンの膜厚が０［μｍ］のものを基準（ふつう）として評価した。これに対し
、ポリウレタンの膜厚が４［μｍ］の場合、９人が「掛かる」と評価し、１人だけが「掛
からない」と評価した。また、ポリウレタンの膜厚が６［μｍ］の場合、４人が「よく掛
かる」、３人が「掛かる」、２人が「やや掛かる」と評価し、１人だけが「やや掛からな
い」と評価した。すなわち、ポリウレタンの膜厚が４［μｍ］、６［μｍ］のストリング
のいずれについても、１０人中９人が「ふつう」よりもスピンが掛ると評価した。このよ
うに、ポリウレタンの膜厚が４［μｍ］、６［μｍ］、すなわち表面摩擦力が９［Ｎ］以
上、１２［Ｎ］（図３参照）でスピンが掛り易いという評価が得られた。
【００３７】
　以上のように、本実施の形態のストリング１０では、表面摩擦力が大きくなるため、ス
トリング１０で弾かれたシャトルにスピンが掛かり易くなりヘアピン性能を向上させるこ
とができる。
【００３８】
　なお、本発明は上記実施の形態に限定されず、種々変更して実施することが可能である
。上記実施の形態において、添付図面に図示されている大きさや形状、方向などについて
は、これに限定されず、本発明の効果を発揮する範囲内で適宜変更することが可能である
。その他、本発明の目的の範囲を逸脱しない限りにおいて適宜変更して実施することが可
能である。
【００３９】
　例えば、本実施の形態では、糸状の構造体１３が芯糸１１の周囲に側糸１２ａ、１２ｂ
が編組された構造としたが、芯糸１１のみで構成されていてもよい。また、芯糸１１の周
囲に側糸１２ａ、１２ｂが編組された構成としたが、芯糸１１の周囲に側糸が一層だけ巻
き付けられる構成にしてもよい。さらに、側糸を二層に巻き付けても良く、一層目と二層
目の側糸のゲージ（外径）は異なっていてもよい。
【００４０】
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　また、本実施の形態では、芯糸１１及び側糸１２ａ、１２ｂは、マルチフィラメント及
びモノフィラメントのいずれで構成されても良く、本数は限定しない。また、芯糸１１が
モノフィラメントの場合には、断面が円状である構成に限らず、断面が多角形（例えば、
五角形）でもよい。さらに、芯糸１１及び側糸１２ａ、１２ｂに中空糸が用いられてもよ
い。
【００４１】
　また、本実施の形態では、ストリング１０が合成繊維で形成される構成としてが、これ
に限定されない。ストリング１０の糸状の構造体１３は、羊腸や鯨筋等の天然繊維から作
られたナチュラルストリングで形成されていてもよい。
【００４２】
　また、本実施の形態では、ストリング１０がラケットの縦糸及び横糸に使用される構成
にしたが、縦糸及び横糸のいずれかに使用されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　本発明は、ラケットのフレームに張られるラケット用ストリングであり、ヘアピンを打
った際のスピン性能を向上させることができるという効果を有する。
【符号の説明】
【００４４】
　１０　ストリング
　１１　芯糸
　１２ａ、１２ｂ　側糸
　１３　糸状の構造体
　１６　コーティング膜

【図１】 【図２】
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